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地域に貢献できる活動をこれまで以上に
増やしてもらいたい。

Ｐ36　環境月間における取組み

>> 環境月間
>> 環境コミュニケーション

>> 地球温暖化
用語集をご覧ください

4. 環境月間における取組み
　毎年6月の1か月間は、「環境月間」として全国で様々な行事が実施されています。当社においても、環境コミュニケー
ションを推進するための諸行事を展開しており、2015年度は、「きゅうでん環境月間エコチャレンジ2015～つたえよ
う！私たちの思い、地域とともに～」をテーマに、省エネ・節電へのご協力のお願いや、次世代層向けの環境教育などを九州
各地で実施しました。

■ 省エネ・節電（街頭キャンペーンほか）
　街頭やお客さま対象の節電教室などにおいて、省エネ・
節電へのご協力のお願いを83事業所で実施しました。ま
た、当社の省エネへの取組みとして、22事業所でグリー
ンカーテンを設置しました。

■ 次世代層向けの環境教育
　地域の小・中学校において、環境やエネルギーに関する
出前授業や稚

ち
魚
ぎょ
放流体験など、次世代層向けの環境教育

を19事業所で実施しました。

■ 環境講演会
　地球温暖化問題の動向と地域における環境への取組み
をテーマに、ＮＰＯ法人国際環境経済研究所理事・主席研
究員の竹内純子氏ほか３名の講師による講演会を開催
し、105名の方々に参加していただきました。

節電街頭キャンペーンの様子（長崎支社）

稚魚放流体験の様子（耳川水力整備事務所ほか）

竹内氏による講演会の様子

>> 環境経営
>> コンプライアンス
>> エネルギー管理士

>> エネルギー管理員
>> 公害防止管理者（公害防止主任管理者）
>> 廃棄物処理施設技術管理者

>> 特別管理産業廃棄物管理責任者
用語集をご覧ください

1. 環境に関する法規制遵守の状況
　2015年度に主要な環境関連の法令等に基づく改善勧告・命令や罰則の適用を受けた事例はありません。

2. 社員の環境意識高揚
　環境に関する研修や社内外講師による環境講演会などを積極的に実施し、社員一人ひとりの環境意識高揚を図っています。

環境業務の担当者を対象とする研修・講演会
　事業所の環境業務の担当者を対象に、環境経営の推進
やコンプライアンスに必要な知識の習得など、環境業務
全般に係る社内研修を行っています。2015年度は環境業
務を担当する初任者を対象とした研修を2回実施し、322
人が受講しました。また、環境に関する社外の研修・講演
会にも積極的に参加しており、2015年度は、21事業所で
121人の社員が参加しました。さらに環境月間において
も社内外講師による社員向け講習会を10事業所で実施
し、283人の社員が聴講しました。

環境関連の専門家育成
　エネルギー管理士や公害防止管理者など、社員の環境
関連の資格取得を支援しています。

環境管理の推進5

社員への環境情報の提供
　社内テレビ・新聞や社内イントラネットを活用し、社員
への積極的な環境情報提供を行っています。

■ 環境イントラネット

　社内のパソコンネットワークを活用して、環境専門の情報デー
タベースを構築し、社員の環境意識の高揚や環境活動の実践、
管理者の支援等に役立てています。

社外講師による環境講演会（鹿屋営業所）

環境イントラネット

資格名 保有者数

エネルギー管理士

エネルギー管理員

公害防止管理者（公害防止主任管理者を含む）

廃棄物処理施設技術管理者

特別管理産業廃棄物管理責任者

単位：人資格保有者数（2016年3月末現在）
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>>私の環境アクション

　宮崎県を流れる「耳
みみ
川
かわ
」は、豊富な水に恵まれており、古

くから水力発電が行われています。当事務所では、この耳
川流域での浸水被害を低減するため、山須原ダム・西郷ダ
ムの改造工事を行っています。
　今回、私たちは、この耳川における環境保護活動の一環
として、漁協の方々との協働により、地元の小学校や保育
所の子どもたちと鮎などの稚魚放流体験を行いました。子
どもたちは、バケツから飛び出す稚魚に驚きながらも、「早
く大きくなってね」と放流した稚魚を嬉しそうに見送って
いました。
　苦労もありましたが、後日、保育所を訪問した時に
「あっ！お魚のおじさん達だ」と手を振ってくれた園児た
ちを見て、この子どもたちが大きくなっても「耳川はいい
川だ」と言ってくれたらいいなと感じました。今後も耳川
の環境保護活動に取り組んでいきたいと思います。

稚魚放流体験に
参加して
耳川水力整備事務所　防災・環境グループ
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やますばる さいごう

詳細は九州電力ホームページ
関連・詳細情報（P2参照） 環境月間WEB

社外の研修等の参加者が多いことに驚いた。
その成果が出ることを期待している。
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Ｐ37　研修・講演会


